
教 育 目 標 １ 学校教育目標

「進んで学び 心豊かで たくましく生きる 児童の育成」

２ 学校教育目標と部活動との関連

（１）ねらい

・児童の健全な心身の発達を促す。

（２）部活動の教育的意義

・挨拶・返事ができ、公共物を大切にする心を養う。

・集団の中で社会性（責任感・協調性など）を培う。

・練習に自分から取り組む態度やがんばりぬく心を養う。

・音楽や運動を愛する心情を育てる。

・様々な技能を向上させる。

部活動の基本方針 １ 適切な指導

・児童の心身の健康管理や事故防止に万全を尽くす。

・体罰やハラスメントの根絶を徹底する。

・児童とのコミュニケーションを十分に図る。

・合理的で効果的な指導を行う。

・児童自身が考え、進んで取り組む環境を整備する。

・指導者自身が児童の成長期における身体と心の状態等に関す

る正しい知識を身に付けるようにする。

２ 適切な活動時間

・児童の健康状態に応じた活動時間を設定する。

・活動時間は２時間程度を上限とする。

・平日に１日以上（木曜日を休養日とする）、週末に１日以上

の休養日を設ける。

・長期休業中には、まとまった休養期間を設ける。

３ 事故防止

・児童の発達段階や体力・技術の習得状況を把握し、無理のな

い練習となるよう留意する。

・練習の前後に施設・器具の点検を行い、常に安全な環境を意

識して活動する。

・練習用具の正しい使い方や安全な練習方法を指導して児童に

理解させ、けがを防止する。

・気温や湿度などに応じて適切な休憩時間を設けたり、水分補

給をさせたりして、児童の健康管理を行う。

・十分な換気を行うとともに、児童の密集や近距離での活動を

抑制することで感染症対策を行う。

４ 保護者や地域との連携

・部活動だよりや学校ホームページ等で活動の様子を積極的に

公開し、保護者や地域と連携した運営を行う。

・地域のスポーツクラブやスポーツ少年団、体育協会や競技団

体等との連携を密にする。

部活動の活動方針
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